
自己点検評価・報告書（研究教育部門）平成 25 年度 

 

Ⅰ．著書 

＜基礎・専門基礎領域＞ 

１．豊島泰子， 鷲尾昌一： 対象別保健活動， 感染症対策， 豊島泰子編， 看護学実践，  

地域看護学． ピラールプレス， 222-231，2013 

２．小川正子,  鷲尾昌一： 国際保健活動， 豊島泰子編， 看護学実践，地域看護学． ピラ

ールプレス， 238-247，2013 

３．鷲尾昌一，安藤満代， 井手三郎： 看護研究と倫理，人を対象とした調査研究を行なうため

に． 聖マリア学院大学紀要編集委員会編， 看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，

聖マリア学院大学， 1-4，2014 

４．鷲尾昌一，井手三郎，安藤満代，井手 信，中山和道： 医学研究における個人情報保護．

聖マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，聖マリ

ア学院大学，5-9，2014 

５．鷲尾昌一，白水麻子，今村桃子，深川ゆかり： 研究論文の作成を目指して，若手研究者の

ための看護論文の書き方．聖マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論

文の書き方，第 2 版，聖マリア学院大学，10-12，2014 

６．鷲尾昌一，白水麻子：研究過程における文献検索の意義と活用法．聖マリア学院大学紀要

編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，聖マリア学院大学，13-17，

2014 

７．今村桃子，鷲尾昌一：地域看護研究の実際，専攻科地域看護学生の指導の視点から．聖

マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，聖マリア

学院大学，18-23，2014 

８．豊島泰子，鷲尾昌一： 地域看護領域の量的研究を補う質的研究の進め方．聖マリア学院

大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，聖マリア学院大学， 

24-30，2014 

９．鷲尾昌一，竹元仁美，今村桃子，井手三郎，宮林郁子：看護研究を英語論文にするための

ストラテジー．聖マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，

第 2 版，聖マリア学院大学，31-35，2014 

１０．鷲尾昌一，桃井雅子，今村桃子，白水麻子： 査読者への対応について．聖マリア学院大

学紀要編集委員会編、看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，聖マリア学院大学，

36-37，2014 

 

＜精神看護学領域＞ 

１．鷲尾昌一，安藤満代，井手三郎： 看護研究と倫理，人を対象とした調査研究を行なうた

めに．聖マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，



聖マリア学院大学， 1-4，2014 

２．鷲尾昌一，井手三郎，安藤満代，井手 信，中山和道： 医学研究における個人情報保

護．聖マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，

聖マリア学院大学，5-9，2014 

３．安藤満代：臨床ストレス心理学．津田彰，大矢幸弘，丹野義彦編，がん患者への心理社

会的援助，東京大学出版会，173-190，2014 

４．安藤満代，川野雅資：統合失調症をもつ患者に対する看護カウンセリングにおけるス

ピリチュアルケア． 精神看護におけるディスコース分析，精神看護におけるディスコ

ース研究会, 68-74，2014 

 

＜母性看護学領域＞ 

１．鷲尾昌一，竹元仁美，今村桃子，井手三郎，宮林郁子：看護研究を英語論文にするため

のストラテジー．聖マリア学院大学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き

方，第 2 版，聖マリア学院大学，31-35，2014 

２．鷲尾昌一，桃井雅子，今村桃子，白水麻子： 査読者への対応について．聖マリア学院大

学紀要編集委員会編，看護職のための研究論文の書き方，第 2 版，聖マリア学院大学，

36-37，2014 

 

＜共通・統合領域＞ 

１． 矢野正子編：看護管理・看護研究・看護制度．メヂカルフレンド社，2013 

２．小川正子，鷲尾昌一： 国際保健活動，豊島泰子編，看護学実践，地域看護学． ピラー

ルプレス，238-247，2013 

 

 

Ⅱ．学術論文 

【原著】 

＜基礎・専門基礎領域＞ 

１．Nishichi R, Nufuji Y, Washio M, Kumagai S： Serum brain-derived neurotrophic factor 

levels are associated with dyssomnia in females, but not males, among Japanese 

workers. J Clin Sleep Med 9(7): 649-54，2013 

２．Arai Y, Kumamoto K, Mizuno Y, Washio M：Depression among family caregivers of 

community-dwelling older people who used services under the Long Term Care 

Insurance program: a large-scale population-based study in Japan. Aging Ment Health 

18(1):81-91, 2014 



３．Oura A, Mori M, Izumi H, Suketomo HY, Washio M, Hanai S, Takegami M, Watanabe M, 

Miyamoto Y：  A demographic description of caregivers in Sapporo Japan: male 

caregivers are here stay. Jpn J Health Human Ecology 79(1): 3-9, 2013. 

４．Fortin E： Chaos theory and its application to language learning．聖マリア学院紀要 

5：29-36，2013 

５．近江雅代， 鷲尾昌一， 堀内孝彦， 塚本 浩， 多田芳史， 澤部琢哉， 佐々木 敏， 

岡 由紀子， 城田知子， 森 満， 永井正規：全身性エリテマトーデス発症に関連する

食事因子 栄養素等摂取状況および食品群別摂取量について．日本病態栄養学会

誌 16(1)：99-106，2013 

６．元山彩織， 鷲尾昌一， 西地令子， 井手三郎：看護女子大学生の喫煙状況ならび

に喫煙経験と喫煙する看護師に対する意識．聖マリア学院大学紀要 5： 45-50，2014 

７．豊島泰子， 大坪昌喜， 鷲尾昌一：精神障害者を介護する家族に対する訪問看護師

による支援内容の検討．日本精神保健看護学会誌 22(1)：78-84，2013 

８．高山直子， 橋本智江， 鷲尾昌一：介護保険施設におけるインフルエンザシーズン

の感染予防 地理的条件が似ている 2 県の比較からの考察．聖マリア学院大学紀要 

5：37-43； 2014 

９．小森あき奈，溝部昌子，井手 信，田上朝子：被災地支援におけるボランティア活動

の概要と学生の学び－カリタスジャパン大槌ベースにおける活動報告－．聖マリア学

院大学紀要, 5;  51-54，2013 

 

 

＜基盤臨床看護学領域＞ 

１．山口多恵，松尾理佳子，勝野久美子，濱野香苗：多職種における回復期脳血管疾患

患者の転倒リスク評価の比較．日本リハビリテーション看護学会誌 3(1)：35-40，2013 

２．小森あき奈，溝部昌子，井手 信，田上朝子：被災地支援におけるボランティア活動

の概要と学生の学び－カリタスジャパン大槌ベースにおける活動報告－．聖マリア学

院大学紀要, 5： 51-54，2013 

３．濱野香苗，滝 麻衣，宮林郁子，松尾ミヨ子，安藤満代，松本昌子，竹元仁美：本学

における平成 23 年度のフィジカルアセスメント演習・OSCE の試み．聖マリア学院大学

紀要 4：57-61，2013 

 

 

 

 

 

 



 

＜精神看護学領域＞ 

１．Ando M, Imamura Y, Kira H, Nagasaka T：Feasibility and efficacy of art therapy for 

Japanese cancer patients: a piolt study. The Arts in Psychotherapy 40(1): 130-133，

2013 

２．安藤満代，川野雅資：職業訓練を受けた精神障害者の自己効力感，自尊感情と首尾

一貫性（SOC）．インターナショナル Nursing Care Research 12： 75-83，2013  

３．安藤満代，赤塚仁美：保健所で育児相談を受けた保護者のメンタルヘルスとその関

連要因． キャリアと看護研究 4： 25-31，2014   

４．安藤満代， 谷 多江子， 八谷美絵：精神科看護師のアイデンティティ、首尾一貫感

覚および感情労働との関連． キャリアと看護研究 4： 17-23，2014 

５．安藤満代，川野雅資，広瀬真也：精神障害者が地域で生活するためのソーシャルキ

ャピタルと支援． インターナショナル Nursing Care Research 12： 33-44，2013 

６．安藤満代，瀧 建治，牧 香里，爲廣一仁，山下 寿，財津昭憲：救命救急の集中治

療室で家族が亡くなった遺族の精神的健康度と複雑性悲嘆． 日本臨床救急医学会

雑誌, 16： 91-94，2013 

７．山本真弓，古田雅俊，安藤満代：SP-CSS におけるスピリチュアルペイン学習方法の

効果． 日本看護教育学会誌 22：65-74，2013 

８．安藤満代，川野雅資，谷 多江子：精神看護学実習を通した精神障害者に対する対

人違和感とイメージの肯定的変化. インターナショナル Nursing Care Research, 12, 

115-124. 2013 

９．安藤満代，谷 多江子，八谷美絵：精神科看護師の職業的アイデンティティ,首尾一貫

感覚および感情労働との関連． キャリアと看護研究 4（1）：17-23，2014 

 

＜老年看護学領域＞ 

１．Hishida A, Okada R, Guang Y, Wakai K, Hosono S, Nakamura K, Turin TC, Suzuki S, 

Nimura H, Otonari J, Kuriyama N, Katuura S, Kudo M, Tanaka H, Hamajima N： MTHFR, 

MTR, MTRR polymorphisms and risk of chronic kidney disease in Japanese : 

cross-sectional data from the J-MICC study. Int Urol Nephrol 45(6): 1613-1620, 201  

２．Shimanoe C, Otsuka Y, Hara M, Nanri H, Nishida Y, Nakamura K, Higaki Y, Imaizumi T, 

Taguchi N, Sakamoto T, Horita M, Shinchi K, Tanaka K：Gender-Specific Associations 

of Perceived Stress and Coping Strategies with C-Reactive Protein in Middle-Aged 

and Older Men and Women. Int J Behav Med 21: 821–832, 2014    

３．松永智子：健康長寿の生活様式の検討．日本医学看護学教育学会誌, 22,： 44-48，

2013 

 



＜国際看護学領域＞ 

１．秦野 環，文珠紀久野，宮林郁子：国内暴動時の女性に対する暴力‐ケニア選挙後暴

動時の状況、予防策構築に向けての取り組み、第一報． 聖マリア学院大学紀要 4：

43-50，2013 

２．文珠紀久野，秦野 環，文珠幹夫，中村葉子： 戦乱・紛争による心的外傷軽減のための

支援－東ティモールにおける支援者育成のためのワークショップ報告（１）. 山梨県立大学

看護学紀要 15：45-54，2013 

 

 

 

【総説】 

＜基礎・専門基礎領域＞ 

１．近江雅代，鷲尾昌一：摂食・嚥下障害とその対策．聖マリア学院大学紀要 5： 55-61，

2014 

２．鷲尾昌一，小浜さつき，日高艶子，福嶌由尚，原田英治，藤澤伸光： 在宅医療のす

すめ，高齢者の摂食・嚥下障害と在宅ケア． 臨牀と研究 90(4)：467-472，2013 

３．鷲尾昌一，高山直子，森 満：インフルエンザワクチンの疫学研究における生態学的

研究の有用性と限界．臨牀と研究 91(2)：251-259，2014 

 

 

＜基盤臨床看護学領域＞ 

１．中尾友美： この行動・言葉で患者さんが変わった 成功症例から学ぶ療養指導の知

恵と技：合併症の悪化と改善をくり返す患者への指導．糖尿病ケア 10(9)： 859-863，

2013 

２．中尾友美：高齢者糖尿病・合併症ケアのエッセンス 高齢糖尿病患者と急性合併 

急変を見逃さない観察ポイント．臨床老年看護 21（2）：55-60．2014 

３．鷲尾昌一，小浜さつき，日高艶子，福嶌由尚，原田英治，藤澤伸光：在宅医療のすす

め，高齢者の摂食・嚥下障害と在宅ケア, 臨牀と研究，90(4)，467-472，2013 

 

＜母性看護学領域＞ 

１．田中千絵，松原まなみ，川口弥恵子，菊原美緒，柳本朋子：家族相談室の窓から 

事例で学ぶ家族のヘルスケア 第 16 回 義父から虐待を受けていた玲二さん． ペリ

ネイタルケア 32(4)：378-383，2013 

２．川口弥恵子，田中千絵，松原まなみ，柳本朋子，菊原美緒：家族相談室の窓から 

事例で学ぶ家族のヘルスケア 第 17 回 どうしても授乳をやめたいと訴える美香さん． 

ペリネイタルケア 32(5)： 473-479，2013 

http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%98h%94%F6%8F%B9%88%EA%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8F%AC%95l%82%B3%82%C2%82%AB%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%93%FA%8D%82%89%90%8Eq%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%95%9F%9B%B8%97R%8F%AE%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8C%B4%93c%89p%8E%A1%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%93%A1%E0V%90L%8C%F5%5d/AU
http://search.jamas.or.jp/index.php


３．柳本朋子，川口弥恵子，田中千絵，菊原美緒，松原まなみ，桃井雅子：家族相談室

の窓から 事例で学ぶ家族のヘルスケア 第 18 回 呼吸器をつけて退院する花ちゃ

ん． ペリネイタルケア 32(6)： 586-592，2013 

４．桃井雅子：不妊に向き合う女性への看護～「女性の思いの寄り添う看護の実現に向

けて」～．聖マリア学院大学紀 4：29-34，2013 

 

＜共通・統合領域＞ 

１．日高艶子：高次脳機能障害者のセルフケアの再構築を促す看護介入モデルの構築． 

聖マリア学院大学紀要 5： 7-14，2013 

２．鷲尾昌一，小浜さつき，日高艶子，福嶌由尚，原田英治，藤澤伸光：在宅医療のすす

め，高齢者の摂食・嚥下障害と在宅ケア． 臨牀と研究 90(4）： 467-472，2013 

 

 

【その他】 

＜基盤臨床看護学領域＞ 

１．小森あき奈， 溝部昌子，井手 信，田上朝子：被災地支援におけるボランティア活動

の概要と学生の学びーカリタスジャパン大槌ベースにおける活動報告―． 聖マリア

学院大学紀要 5 ：51-54，2014 

２．濱野香苗，滝 麻衣，宮林郁子，松尾ミヨ子，安藤満代，松本昌子，竹元仁美：本学

における平成 23 年度のフィジカルアセスメント演習・OSCE の試み． 聖マリア学院大

学紀要 4：57-61，2013 

 

【報告書】 

＜基礎・専門基礎領域＞ 

１．荒井由美子，池田 学，鷲尾昌一，鈴木隆雄： 長寿医療研究開発費 平成２５年度 

総括研究報告：Zarit 介護負担尺度日本語版(J-ZBI)による介護負担評価:標準化によ

る有用性の向上（25-25），1-10 （長寿医療研究センター電子版），2014 

 

＜基盤臨床看護学領域＞ 

１．中尾友美：有職 2 型糖尿病患者が編み出したセルフケアの方略を活用した患者教育

方法の検討．文部科学省科学研究費助成事業（研究活動スタート支援）研究成果報

告書，2013 

２．小浜さつき：自発性低下の評価に関する研究-看護師と家族間の評価差とその要因

についてー．科学研究費助成事業（学術研究助成金）研究成果報告書，2013 

３．濱野香苗：離島在住高齢者の QOL 向上へのインフォーマルサポートの関連に関する

研究．科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書，2013． 



４．二重作清子，石本祥子，犀川由紀子：看護実践力の向上に向けた基礎看護学技術

の修得支援プログラムの開発． 科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成

果報告書，2013 

 

 

＜母性看護学領域＞ 

１．松原まなみ，篠原ひとみ，落合聡，須賀賢一郎，中野洋子，内山健志：口唇口蓋裂児の

口腔機能発達を保証する哺乳具の開発と療育支援プログラムの構築, 2012-2016 年度科

学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書，2013  

２．桃井雅子，森 明子，原まなみ，堀内成子：不妊治療後の多胎妊婦のための看護プ

ログラムの開発．2010～2012 年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成

果報告書，2013 

 

＜共通・統合領域＞ 

１．日高艶子：高次脳機能障害者のセルフケアの再構築を促す看護介入モデルの構築．

日本学術振興会基盤研究 C，科学研究費助成事業（学術研究助成金）研究成果報告

書，2013 

 

 

Ⅲ．学会発表 

【シンポジウム、特別講演】 

＜基礎・専門基礎領域＞ 

１．中山和道：胆管癌の borderline researchable の定義と対策．第 67 回日本消化器外科

学会 富山，2013 

２．中山和道：肝胆膵手術の過去・現在・未来．第 25 回日本肝胆膵外科学会 栃木，

2013 

３．中山和道：中下部肝胆癌、十二指腸癌に対する治療戦略．第 68 回日本消化器学会 

宮崎，2013 

 

＜基盤臨床看護学領域＞ 

１．滝 麻衣：チームで活用する iSpO2 安全な周術期・周麻酔期管理をめざして． 心臓

血管麻酔学会 第 18 回学術集会 福岡，2013 

２．古家 仁，滝 麻衣：現代のチーム医療に見合った役割を検討する～それぞれの役割と他

職種に求めるものとは～．心臓血管麻酔学会 第 18 回学術集会 福岡，2013 



３．小浜さつき，日高艶子，松尾ミヨ子：シンポジウム 2 高次脳機能障害（急性期病院か 

ら回復期リハへ） 前頭葉損傷に伴う自発性低下の評価‐家族と看護師の評価差とそ

の要因についてー． 第 16 回日本病院脳神経外科学会 広島，2013 

 

 

＜母性看護学領域＞ 

１．松原まなみ：シンポジウムⅠ母乳育児の確立をめざす支援技術-陥没乳頭・扁平乳

頭の母親への支援技術，第 28 回日本母乳哺育学会，長野，2013 

 

＜老年看護学領域＞ 

１．小浜さつき，日高艶子，松尾ミヨ子：シンポジウム 2 高次脳機能障害（急性期病院か 

ら回復期リハへ） 前頭葉損傷に伴う自発性低下の評価‐家族と看護師の評価差とそ

の要因についてー． 第 16 回日本病院脳神経外科学会 広島，2013 

 

＜共通・統合領域＞ 

１．日高艶子：シンポジウム 2 高次脳機能障害（急性期病院から回復期リハへ）． 第 16

回日本病院脳神経外科学会 広島，2013 

２．小浜さつき，日高艶子，松尾ミヨ子：シンポジウム 2 高次脳機能障害（急性期病院か 

ら回復期リハへ） 前頭葉損傷に伴う自発性低下の評価‐家族と看護師の評価差とそ

の要因についてー． 第 16 回日本病院脳神経外科学会 広島，2013 

 

【一般】 

＜基礎・専門基礎領域＞ 

１．Toyoshima Y, Washio M, Arai Y.： Factors related to depression among family 

caregivers of psychiatric patients who used home-visiting nursing services in Japan. 

The 5th International Conference on Community Health Nursing Research, 

Edinburgh, UK.，2013 

２．Fortin E：Complex systems theory through multiple intelligence to help students retain 

French after graduation．第 39 回全国語学教育学会 兵庫，2013 

３．Fortin E：Integrating Japanese nursing students into the Asian community through 

English．第 39 回全国語学教育学会 兵庫，2013 

４． Fortin E, Buthod T：Student nurses’ perceptions of future English needs. 第 39 回全

国語学教育学会 兵庫，2013 

５．豊島泰子，春名誠美，鷲尾昌一： 精神障がい者を介護する家族の抑うつと訪問看 

護師の支援内容の検討：2 つの調査結果から． 第 72 回日本公衆衛生学会総会 三

重，2013 



６．大浦麻絵，森 満，和泉比佐子，安田誠史，宮野伊知郎，鷲尾昌一：在宅療養者を介

護する家族介護者の抑うつ：ベースライン調査の結果より． 第 72 回日本公衆衛生学

会総会 三重，2013 

７．井手悠一郎，東治道，金谷晶子，井手三郎：2009/10 シーズン 維持透析患者におけ

る単価インフルエンザ A(H1N1)pdm09 ワクチンの免疫原性と腎機能との関連． 第 71

回日本疫学会総会 宮城，2014 

 

＜基盤臨床看護学領域＞ 

１ ． Taki M ： The current situation and future perspective of Peri-operaticve / 

Peri-anesthesia nursing in Japan．第 21 回 アジア胸部外科学会 兵庫，2013 

２．Hamano K：Concerning the Care of Residents from 43 to 65 Years Old on a Remote 

Island. 11th International Family Nursing Conference. Minneapolis, Minnesota, USA，

2013 

３．Obama S, Hidaka T, Yoshimura A, Kanayama M, Ibayashi S： The evaluation of apathy 

caused by frontal lobe damage: About difference in evaluation between family members 

and Nurses. 11th International Family Nursing Conference. Minneapolis, Minnesota, 

USA，2013 

４．滝 麻衣：看護基礎教育における手術室実習教育プログラムの構築に向けて． 日本

看護教育学会第 23 回学術集会 宮城，2013 

５．滝 麻衣：看護基礎教育における手術室実習の効果．第 35 回日本手術医学会 神

奈川，2013 

６．濱野香苗： 3 年制看護学校生の入学時の看護職選択理由・入学への助言の入学年

度別比較．日本看護学教育学会第 23 回学術集会 宮城，2013 

７．濱野香苗：離島在住第2号被保険者の介護保険に関する考えと家族構成．日本家族

看護学会第 20 回学術集会 静岡，2013 

８．濱野香苗：43～65 歳の離島在住者の介護に関する考え. 第 62 回日本農村医学会学

術総会 福島，2013 

９．中尾友美，小江奈美子：看護学部生に対する予防的糖尿病フットケア教育の評価． 

第 56 回日本糖尿病学会 熊本，2013 

１０．中尾友美，松尾ミヨ子：有職糖尿病患者における仕事とセルフケアの両立の実態． 

第 7 回日本慢性看護学会 兵庫，2013 

１１．中尾友美，小江奈美子：糖尿病看護ケアの実践能力向上に向けた看護師教育の実

際と評価．第 51 回日本糖尿病学会九州地方会 沖縄，2013 

１２．濱野香苗，堀内啓子：離島在住第 2 号被保険者のインフォーマルサポートに関する考

え．第 33 回日本看護科学学会学術集会 大阪，2013 



１３．石本祥子，小浜さつき，日高艶子： 臨地実習中の看護学生に対するソーシャルスキ

ルストレーニングの活用効果(第 2 報)．第 33 回日本看護科学学会学術集会 大阪，

2013 

１４．平島治宣，濱野香苗，矢野正子：A 市の男性独居高齢者の食事満足度と食生活の実

態．日本看護研究学会第 29 回学術集会 秋田，2013 

１５．平島治宣，濱野香苗，矢野正子：A 市の男性独居高齢者の食事満足度と食生活の実

態．第 33 回日本看護科学学会学術集会 大阪，2013 

１６．中尾友美，白水麻子，滝 麻衣，牧 香里，崎田マユミ，秦 朝子，小浜さつき，石本祥

子，鬼丸美紀，小森あき奈，大坪奈保，濱野香苗：看護学部生に対する予防的糖尿

病フットケア教育の評価．第 50 回日本糖尿病学会 熊本，2013 

１７．佐藤靖典，日高艶子，小浜さつき：抑制障害で更衣セルフケア不足をきたした患者に

対する自己教示法を用いた看護介入の検討．第 25 回日本リハビリテーション看護学

会学術集会 千葉，2013 

１８．小畑康平，日高艶子，小浜さつき，青木梅香，戸塚幹子：半側空間無視を呈した患者

の探索行動獲得に役割を活用した看護介入の検討． 第 25 回日本リハビリテーション

看護学会学術集会 千葉，2013 

１９．松尾彩香，日高艶子，小浜さつき：脳卒中患者の嚥下障害に対する看護介入の検討 

開口と舌呈出が困難な患者に実施した口腔ケアの効果． 第 25回日本リハビリテーシ

ョン看護学会学術集会 千葉，2013 

２０．塩汲望美，新原敏子，鹿野忠順，滝 麻衣：看護成果分類を活用した心疾患患者の

自己管理に関する知識の評価． 第 10 回 日本循環器看護学会学術集会 東京，

2013 

２１．新原敏子，塩汲望美，鹿野忠順，滝 麻衣：心疾患による入院患者の特性と支援体制

に関する検討．第 10 回 日本循環器看護学会学術集会 東京，2013 

２２．松尾佐智子，戸嶋早織，日高艶子，小浜さつき，金山萬紀子：脳血管障害患者におけ

る退院後の FIM 低下の要因の検討 役割遂行に焦点を当てて，第 25 回日本リハビリ

テーション看護学会学術集会 千葉，2013 

２３．岡村禎子，藤井純子，櫻木りゑ，砂山裕子，山田靖子，小江奈美子，中尾友美，加藤

愛子，任和子：フットケア活動における現状とフットケア研修に求められる課題． 第 18

回日本糖尿病教育・看護学会 神奈川，2013 

２４．米村敬子，濱野香苗：看護師の共感疲労への支援に関する文献考察． 第 63 回聖マ

リア医学会 福岡，2013 

 

 

 

 



＜精神看護学領域＞ 

１．Ando M：Potentiality of the mindfulness art therapy on mood and spiritual well-being. 

Seoul, Korea，2013 

２．安藤満代：在宅ホスピスを家族が利用した遺族ケアとしての遺族回想法の可能性． 

日本心理臨床学会第 32 回大会 神奈川，2013 

３．安藤満代：ICUで家族が亡くなった遺族からみた医療の認識と遺族の心理． 第33回

日本看護科学学会学術集会 大阪，2013 

４．安藤満代，二ノ坂保喜：在宅で家族を看取った遺族による医療の認識． 日本生命倫

理学会 東京，2013 

５．安藤満代，伊藤佐陽子，吉良晴子：マインドフルネス・アートセラピーはアートセラピー

のみより気分により効果がある．日本健康心理学会第 26 回大会 北海道，2013 

６．安藤満代，坂口幸弘，椎原康史：緩和ケア病棟以外で家族を亡くされた遺族へのビリ

ーブメントライフレビューの効果．第 18 回日本緩和医療学会学術大会 神奈川，2013 

 

＜母性看護学領域＞ 

１．田中千絵，柳本朋子，猪狩恵美子：法改正後の特別支援学校における医療的ケア実

施体制－九州圏内での看護師配置と教員実施の現状－．全国障害者問題研究大会 

九州ブロック研究大会 熊本，2014 

２．田中千絵，猪狩恵美子，松原まなみ：特別支援学校における看護師の配置状況と仕

事量の検討． 第 19 回日本特別ニーズ教育学会 北海道，2013 

３．柳本朋子，田中千絵，松原まなみ，猪狩恵美子：医療的ケア実施体制を支える看護

師配置と研修の実態－九州・沖縄地区とモデル地区特別支援学校看護師調査の比

較より－．第１9 回 SNE 学会 北海道，2013 

４．柳本朋子，田中千絵，松原まなみ，猪狩恵美子：特別支援学校における医療的ケア

実施体制と看護師配置～九州・沖縄地区特別支援学校調査の比較より～． 第 63 回

聖マリア医学会 福岡，2013 

５．田中千絵，柳本朋子，松原まなみ，猪狩恵美子：特別支援学校における看護師の配

置状況と仕事量の検討．第１9 回 SNE 学会 北海道，2013 

６．田中千絵，柳本朋子，松原まなみ，猪狩恵美子：特別支援学校における看護師の職

務の実態．聖マリア医学会 福岡，2013 

７．川口弥恵子，仲道由紀，吉田静，松原まなみ：助産師自身が認識した自己の現状と

課題―ワールド・カフェ形式のワークショップ後の振り返りの分析―．第54回日本母性

衛生学会学術集会 埼玉，2013 

８．松原まなみ，田中千絵，川口弥恵子，落合 聡：口唇口蓋裂児の母乳育児確立を目

指す看護・治療連携の効果．第 37 回日本口蓋裂学会 佐賀，2013 



９．松原まなみ，田中千絵，柳本朋子，川口弥恵子，湯浅健司，落合 聡：口唇口蓋裂児

の母乳育児の確立を目指した地域連携とその効果．第 63 回聖マリア医学会 福岡，

2013 

１０．松原まなみ，井上 円，田中千絵：母親が活用している授乳・離乳に関するリソース

の有効性．第 51 回日本母性衛生学会総会 石川，2014 

１１．柳本朋子，田中千絵，松原まなみ，猪狩恵美子：「重度重複障害児・者の発達保障」 

医療的ケア実施体制を支える看護師配置と研修の実態． 全国障害者問題研究会 

第 31 回 九州ブロック集会、大分，2013 

１２．松原まなみ，山本伊佐夫，落合 聡，佐伯康広，村上恵美子，西尾弘之：乳首の違い

が吸啜運動に及ぼす影響，第 51 回日本小児歯科学会，岐阜，2013 

 

＜老年看護学領域＞ 

１．Matsunaga T, Tanaka M：An Examination of Centenarians’ Handling of Life Events: 

An Analysis Based on SOC． アクティブエイジング学会、Seoul, Korea，2013 

２．Matsunaga T, Setoguchi Y：Study of the health factors affecting the longevity of 

elderly residents in care facilities: Analysis with SOC and QOL． 17th East Asia Forum 

of Nursing Scholars，Manilla，Philippines，2014 

３．Shimanoe C, Hara M, Nanri H, Nishida Y, Otsuka Y, Nakamura K, Imaizumi T, Higaki Y, 

Shinchi K, Tanaka K ：Perceived Stress, Coping Strategies and C-Reactive Protein in 

Middle-Aged and Older Adults. 世界精神医学会 ウィーン，2013 

４．Yasukata J, Higaki Y, Taguchi N, Hara M, Nishida Y, Imaizumi T, Nanri H, Nakamura K, 

Sakamoto T, Horita M, Shinch K, Tanaka K：Relationship between moderate/high 

intensity physical activity and HbA1c levels in Japanese men and women. 国際糖尿病

学会 メルボルン，2013 

５．中村和代，溝部昌子，松尾ミヨ子：中高年女性への体操介入が心理面に及ぼす影響,

第 18 回日本老年看護学会学術集会 大阪，2013 

６．中村和代，溝部昌子，松尾ミヨ子：地域在住中高年女性の足腰指数と体操教室受講

回数の関連, 第 13 日本抗加齢医学会総会 神奈川，2013 

７．浅田有希，松尾ミヨ子： 心疾患患者における SOC(Sense of Coherence)と QOL,SOC

に影響を与える要因に関する研究． 第 7 回日本慢性看護学会 兵庫，2013 

８．宇佐いづみ，松尾ミヨ子： 壮年期における食事行動、自己効力感、主観的健康管理

能力の関連性の検討． 第 7 回日本慢性看護学会 神戸，2013 

９．井手悠一郎，東治道，金谷晶子，井手三郎，中村和代，堤 千代，古賀正久，尾堂浩

一，鷲尾昌一，廣田良夫：2009/10 シーズン 維持透析患者におけるインフルエンザ

A(H1N1)pdm09 ワクチンの免疫原性と腎機能との関連,日本疫学会学術総会 宮城，

2014 



１０．島ノ江千里，原めぐみ，西田裕一郎，大塚康子，南里妃名子，桧垣靖樹，中村和代，

今泉猛，田口尚人，坂本龍彦，堀田美加子，新地浩一，田中恵太郎：職業クラスと心

疾患リスク因子との関連について：J-MICC-SAGA study,日本疫学会学術総会 宮城，

2014 

 

＜地域看護学領域＞ 

１．小路ますみ：累積 KJ 法とアブダクション． 第 36 回 KJ 法学会 東京，2013 

２．小路ますみ：システム化のための協働と合意を促すアブダクション的討議展開(1)－

都道府県 A 保健所が教育委員会との事業統合を成した事例から－． 第 72 回日本公

衆衛生学会 三重，2013 

３．石田有紀，小路ますみ：A 企業の衛生管理体制整備に係る産業保健師の役割，第 2

回日本公衆衛生看護学会学術集会 東京，2014 

４．石田有紀，鮎川春美，堤千代，渋江暁春，徳永美智子，小路ますみ：公衆衛生看護

学実習における学生の学びの現状－選択制実習に取り組むために－． 第 1 回日本

公衆衛生看護学会学術集会 東京，2014 

５．鮎川春美，小路ますみ：システム化のための協働と合意を促すアブダクション的討議

展開(2)． 第 72 回日本公衆衛生学会 三重，2013 

 

＜国際看護学領域＞ 

１．吉田早織，長谷薫，長友奈央，松本佳代，領家美咲，秦野 環：看護大学生として洪

水被災地の2日間ボランティアに参加して学んだこと．第 63回聖マリア医学会 福岡，

2013 

 

＜共通・統合領域＞ 

１．Obama S, Hidaka T, Yoshimura A, Kanayama M, Ibayashi S： The evaluation of apathy 

caused by frontal lobe damage: About difference in evaluation between family members 

and Nurses，Asia Pacific Stroke Conference 2013, Hong Kong , 2013  

２．佐藤靖典，日高艶子，小浜さつき：抑制障害で更衣セルフケア不足をきたした患者に

対する自己教示法を用いた看護介入の検討． 第25回日本リハビリテーション看護学
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